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(57)【要約】
【課題】音データを転送可能な複数の通信インタフェー
スを携帯電話機との間で同時接続可能な構成で、携帯電
話機から音データを複数の通信インタフェースのうち何
れかにより適切に転送させる。
【解決手段】車載装置２は、携帯電話機３からＵＳＢ通
信回線により音データを送信させる場合には、携帯電話
機３が音データをＵＳＢ通信回線により送信可能となる
ようにＵＳＢ通信回線、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰの接続
及び切断を制御し、又、携帯電話機３からＡ２ＤＰ及び
ＡＶＲＣＰにより音データを送信させる場合には、携帯
電話機３が音データをＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰにより送
信可能となるようにＵＳＢ通信回線、Ａ２ＤＰ及びＡＶ
ＲＣＰの接続及び切断を制御する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信相手装置との間で複数の通信インタフェースを同時接続可能であり、前記通信相手
装置から音データを前記通信インタフェースにより転送させる複数の接続手段と、
　通信相手装置から前記複数の通信インタフェースのうち何れかにより前記複数の接続手
段のうち何れかへ転送された音データを選択的に音データ出力手段から出力させる制御手
段と、を備え、
　前記制御手段は、前記複数の通信インタフェースが通信可能に接続されている状態にお
いて、前記複数の通信インタフェースのうち一の通信インタフェースによる音データの出
力開始要求が発生したと判定した場合に、前記一の通信インタフェースの接続を維持しつ
つ、前記複数の通信インタフェースのうち前記一の通信インタフェースを除く他の通信イ
ンタフェースを切断させ、前記通信相手装置から前記一の通信インタフェースにより転送
された音データを前記音データ出力手段から出力させることを特徴とする近距離無線通信
装置。
【請求項２】
　請求項１に記載した近距離無線通信装置において、
　前記制御手段は、前記複数の通信インタフェースが通信可能に接続されている状態にお
いて、前記複数の通信インタフェースのうち一の通信インタフェースによる音データの出
力開始要求が発生したと判定した場合に、前記一の通信インタフェースの接続を維持しつ
つ、前記複数の通信インタフェースのうち前記一の通信インタフェースを除く全ての他の
通信インタフェースを切断させ、前記通信相手装置から前記一の通信インタフェースによ
り転送された音データを前記音データ出力手段から出力させることを特徴とする近距離無
線通信装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載した近距離無線通信装置において、
　前記制御手段は、前記複数の通信インタフェースが通信可能に接続されている状態にお
いて、前記複数の通信インタフェースのうち最後に接続された一の通信インタフェースに
よる音データの出力開始要求が発生したと判定した場合に、前記一の通信インタフェース
の接続を維持しつつ、前記複数の通信インタフェースのうち前記一の通信インタフェース
を除く他の通信インタフェースを切断させ、前記通信相手装置から前記一の通信インタフ
ェースにより転送された音データを前記音データ出力手段から出力させることを特徴とす
る近距離無線通信装置。
【請求項４】
　請求項３に記載した近距離無線通信装置において、
　前記制御手段は、前記複数の通信インタフェースのうち前記一の通信インタフェースを
除く他の通信インタフェースを切断させた後に、その切断させた前記他の通信インタフェ
ースを再接続させることを特徴とする近距離無線通信装置。
【請求項５】
　請求項３又は４に記載した近距離無線通信装置において、
　前記制御手段は、前記複数の通信インタフェースのうち前記一の通信インタフェースを
除く他の通信インタフェースを切断させた後に、前記他の通信インタフェースによる音デ
ータの出力開始要求が発生したと判定した場合に、前記他の通信インタフェースが接続中
である場合には、前記他の通信インタフェースを切断させて再接続させることを特徴とす
る近距離無線通信装置。
【請求項６】
　請求項３又は４に記載した近距離無線通信装置において、
　前記制御手段は、前記複数の通信インタフェースのうち前記一の通信インタフェースを
除く他の通信インタフェースを切断させた後に、前記他の通信インタフェースによる音デ
ータの出力開始要求が発生したと判定した場合に、前記他の通信インタフェースが接続中
でない場合には、前記他の通信インタフェースを再接続させることを特徴とする近距離無
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線通信装置。
【請求項７】
　請求項１又は２に記載した近距離無線通信装置において、
　前記制御手段は、前記複数の通信インタフェースが通信可能に接続されている状態にお
いて、前記複数の通信インタフェースのうち最初に接続された一の通信インタフェースに
よる音データの出力開始要求が発生したと判定した場合に、前記一の通信インタフェース
の接続を維持しつつ、前記複数の通信インタフェースのうち前記一の通信インタフェース
を除く他の通信インタフェースを切断させ、前記通信相手装置から前記一の通信インタフ
ェースにより転送された音データを前記音データ出力手段から出力させることを特徴とす
る近距離無線通信装置。
【請求項８】
　請求項７に記載した近距離無線通信装置において、
　前記制御手段は、前記複数の通信インタフェースのうち前記一の通信インタフェースを
除く他の通信インタフェースを切断させた後に、前記他の通信インタフェースによる音デ
ータの出力開始要求が発生したと判定した場合に、前記一の通信インタフェースを含む全
ての通信インタフェースを切断させた後に、前記他の通信インタフェースを再接続させる
ことを特徴とする近距離無線通信装置。
【請求項９】
　通信相手装置との間で複数の通信インタフェースを同時接続可能であり、前記通信相手
装置から音データを前記通信インタフェースにより転送させる複数の接続手段と、
　通信相手装置から前記複数の通信インタフェースのうち何れかにより前記複数の接続手
段のうち何れかへ転送された音データを選択的に音データ出力手段から出力させる制御手
段と、を備え、
　前記制御手段は、前記複数の通信インタフェースのうち一の通信インタフェースを除く
他の通信インタフェースが通信可能に接続されている状態において、前記一の通信インタ
フェースによる音データの出力開始要求が発生したと判定した場合に、前記他の通信イン
タフェースを切断させた後に、前記一の通信インタフェースを接続させ、前記通信相手装
置から前記一の通信インタフェースにより転送された音データを前記音データ出力手段か
ら出力させることを特徴とする近距離無線通信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信相手装置との間で複数の通信インタフェースを同時接続可能であり、通
信相手装置から音データを通信インタフェースにより転送させる複数の接続手段を備えた
近距離無線通信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近距離無線通信機能を有する近距離無線通信装置においては、近距離無線通信回線を例
えば携帯電話機等の通信相手装置との間で接続し、音データの転送を規定する音データ転
送プロトコルを通信相手装置との間で接続することで、通信相手装置から音データを音デ
ータ転送プロトコルにより転送させてスピーカから出力させるようになっている。例えば
特許文献１には、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）の通信規格により、音データの転送を
規定する音データ転送プロトコルしてＡ２ＤＰ（Advanced Audio Distribution Profile
）が規定されており、音データの制御に係る制御データの転送を規定する制御データ転送
プロトコルしてＡＶＲＣＰ（Audio/Video Remote Control Profile）が規定されているこ
とが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２７３３７０号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、近距離無線通信装置と通信相手装置との間で複数の通信インタフェースを有
する構成が考えられ、音データを転送可能な複数の通信インタフェース（データ通信プロ
トコル、通信回線という伝送媒体）を近距離無線通信装置と通信相手装置との間で同時接
続することが考えられる。このように複数の通信インタフェースを近距離無線通信装置と
通信相手装置との間で同時接続する構成では、例えば通信インタフェース毎に機能が相違
するような場合であれば、ユーザが複数の通信インタフェースのうちから所望の何れかを
選択し、その選択した通信インタフェースにより音データを通信相手装置から転送させた
いと考えることが想定される。しかしながら、通信相手装置の仕様によっては、複数の通
信インタフェースを近距離無線通信装置との間で同時接続している場合に、複数の通信イ
ンタフェースを同時接続していることに起因して音データを適切に転送しない場合も想定
される。
【０００５】
　本発明は、上記した事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、音データを転送可
能な複数の通信インタフェースを通信相手装置との間で同時接続可能な構成において、通
信相手装置から音データを複数の通信インタフェースのうち何れかにより適切に転送させ
ることができる近距離無線通信装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に記載した発明によれば、複数の接続手段は、通信相手装置との間で複数の通
信インタフェースを同時接続可能であり、通信相手装置から音データを通信インタフェー
スにより転送させる。制御手段は、通信相手装置から複数の通信インタフェースのうち何
れかにより複数の接続手段のうち何れかへ転送された音データを選択的に音データ出力手
段から出力させる。ここで、制御手段は、複数の通信インタフェースが通信可能に接続さ
れている状態において、複数の通信インタフェースのうち一の通信インタフェースによる
音データの出力開始要求が発生したと判定すると、一の通信インタフェースの接続を維持
しつつ、複数の通信インタフェースのうち一の通信インタフェースを除く他の通信インタ
フェースを切断させ、通信相手装置から一の通信インタフェースにより転送された音デー
タを音データ出力手段から出力させる。
【０００７】
　これにより、通信相手装置が複数の通信インタフェースを近距離無線通信装置との間で
同時接続していることに起因して音データを適切に転送しない仕様であったとしても、音
データの出力開始要求が発生した通信インタフェースの接続を維持しつつ、複数の通信イ
ンタフェースのうち一の通信インタフェースを除く他の通信インタフェースを切断させる
ことで、通信相手装置から音データを適切に転送させることができる。
【０００８】
　請求項２に記載した発明によれば、制御手段は、複数の通信インタフェースが通信可能
に接続されている状態において、複数の通信インタフェースのうち一の通信インタフェー
スによる音データの出力開始要求が発生したと判定すると、一の通信インタフェースの接
続を維持しつつ、複数の通信インタフェースのうち一の通信インタフェースを除く全ての
他の通信インタフェースを切断させ、通信相手装置から一の通信インタフェースにより転
送された音データを音データ出力手段から出力させる。
【０００９】
　これにより、通信相手装置が複数の通信インタフェースを近距離無線通信装置との間で
同時接続していることに起因して音データを適切に転送しない仕様であったとしても、音
データの出力開始要求が発生した通信インタフェースの接続を維持しつつ、複数の通信イ
ンタフェースのうち一の通信インタフェースを除く全ての他の通信インタフェース（複数
の他の通信インタフェース）を切断させることで、通信相手装置から音データを適切に転
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送させることができる。
【００１０】
　請求項３に記載した発明によれば、制御手段は、複数の通信インタフェースが通信可能
に接続されている状態において、複数の通信インタフェースのうち最後に接続された一の
通信インタフェースによる音データの出力開始要求が発生したと判定すると、一の通信イ
ンタフェースの接続を維持しつつ、複数の通信インタフェースのうち一の通信インタフェ
ースを除く他の通信インタフェースを切断させ、通信相手装置から一の通信インタフェー
スにより転送された音データを音データ出力手段から出力させる。
【００１１】
　これにより、通信相手装置が音データを最後に接続された通信インタフェースだけによ
り転送可能な仕様（所謂後優先の機種）である場合に、複数の通信インタフェースのうち
最後に接続された通信インタフェースだけの接続を維持しつつ、複数の通信インタフェー
スのうち一の通信インタフェースを除く他の通信インタフェースを切断させることで、そ
の最後に接続された通信インタフェースだけを通信相手装置が音データを転送可能な通信
インタフェースとすることができる。即ち、通信相手装置が後優先の機種であっても、そ
の後優先の機種である通信相手装置から音データを最後に接続された通信インタフェース
により転送させることができる。
【００１２】
　請求項４に記載した発明によれば、制御手段は、複数の通信インタフェースのうち一の
通信インタフェースを除く他の通信インタフェースを切断させた後に、その切断させた他
の通信インタフェースを再接続させる。
【００１３】
　これにより、複数の通信インタフェースのうち一の通信インタフェースを除く他の通信
インタフェースを切断させた後に、その切断させた他の通信インタフェースを再接続させ
ることで、他の通信インタフェースを最後に接続された通信インタフェースとすることが
でき、音データの出力開始要求が一の通信インタフェースから他の通信インタフェースへ
切換わった場合に、その時点で他の通信インタフェースを既に接続させておくことで、音
データを途切れることなく他の通信インタフェースにより転送させることができる。
【００１４】
　請求項５に記載した発明によれば、制御手段は、複数の通信インタフェースのうち一の
通信インタフェースを除く他の通信インタフェースを切断させた後に、他の通信インタフ
ェースによる音データの出力開始要求が発生したと判定すると、他の通信インタフェース
が接続中である場合には、他の通信インタフェースを切断させて再接続させる。
【００１５】
　これにより、音データの出力開始要求が一の通信インタフェースから他の通信インタフ
ェースへ切換わった場合に、他の通信インタフェースが接続中であったとしても、他の通
信インタフェースを切断させて再接続させることで、他の通信インタフェースを最後に接
続された通信インタフェースとすることができ、音データを他の通信インタフェースによ
り転送させることができる。
【００１６】
　請求項６に記載した発明によれば、制御手段は、複数の通信インタフェースのうち一の
通信インタフェースを除く他の通信インタフェースを切断させた後に、他の通信インタフ
ェースによる音データの出力開始要求が発生したと判定すると、他の通信インタフェース
が接続中でない場合には、他の通信インタフェースを再接続させる。
【００１７】
　これにより、音データの出力開始要求が一の通信インタフェースから他の通信インタフ
ェースへ切換わった場合に、他の通信インタフェースが接続中でなかったとしても、他の
通信インタフェースを再接続させることで、他の通信インタフェースを最後に接続された
通信インタフェースとすることができ、音データを他の通信インタフェースにより転送さ
せることができる。
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【００１８】
　請求項７に記載した発明によれば、制御手段は、複数の通信インタフェースが通信可能
に接続されている状態において、複数の通信インタフェースのうち最初に接続された一の
通信インタフェースによる音データの出力開始要求が発生したと判定すると、一の通信イ
ンタフェースの接続を維持しつつ、複数の通信インタフェースのうち一の通信インタフェ
ースを除く他の通信インタフェースを切断させ、通信相手装置から一の通信インタフェー
スにより転送された音データを音データ出力手段から出力させる。
【００１９】
　これにより、通信相手装置が音データを最初に接続された通信インタフェースだけによ
り転送可能な仕様（所謂先優先の機種）である場合に、複数の通信インタフェースのうち
最初に接続された通信インタフェースだけの接続を維持しつつ、複数の通信インタフェー
スのうち一の通信インタフェースを除く他の通信インタフェースを切断させることで、そ
の最初に接続された通信インタフェースだけを通信相手装置が音データを転送可能な通信
インタフェースとすることができる。即ち、通信相手装置が先優先の機種であっても、そ
の先優先の機種である通信相手装置から音データを最後に接続された通信インタフェース
により転送させることができる。
【００２０】
　請求項８に記載した発明によれば、制御手段は、複数の通信インタフェースのうち一の
通信インタフェースを除く他の通信インタフェースを切断させた後に、他の通信インタフ
ェースによる音データの出力開始要求が発生したと判定すると、一の通信インタフェース
を含む全ての通信インタフェースを切断させた後に、他の通信インタフェースを再接続さ
せる。
【００２１】
　これにより、音データの出力開始要求が一の通信インタフェースから他の通信インタフ
ェースへ切換わった場合に、一の通信インタフェースを含む全ての通信インタフェースを
切断させた後に、他の通信インタフェースを再接続させることで、他の通信インタフェー
スを最初に接続された通信インタフェースとすることができ、音データを他の通信インタ
フェースにより転送させることができる。
【００２２】
　請求項９に記載した発明によれば、複数の接続手段は、通信相手装置との間で複数の通
信インタフェースを同時接続可能であり、通信相手装置から音データを通信インタフェー
スにより転送させる。制御手段は、通信相手装置から複数の通信インタフェースのうち何
れかにより複数の接続手段のうち何れかへ転送された音データを選択的に音データ出力手
段から出力させる。ここで、制御手段は、複数の通信インタフェースのうち一の通信イン
タフェースを除く他の通信インタフェースが通信可能に接続されている状態において、一
の通信インタフェースによる音データの出力開始要求が発生したと判定した場合に、他の
通信インタフェースを切断させた後に、一の通信インタフェースを接続させ、通信相手装
置から一の通信インタフェースにより転送された音データを音データ出力手段から出力さ
せる。
【００２３】
　これにより、通信相手装置が複数の通信インタフェースを近距離無線通信装置との間で
同時接続していることに起因して音データを適切に転送しない仕様であったとしても、複
数の通信インタフェースのうち一の通信インタフェースを除く他の通信インタフェースを
切断させた後に、一の通信インタフェースを接続させることで、通信相手装置から音デー
タを適切に転送させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の一実施形態を示す機能ブロック図
【図２】車載装置が実行する処理を示すフローチャート
【図３】図２相当図
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【図４】図２相当図
【図５】図２相当図
【図６】図２相当図
【図７】図２相当図
【図８】図２相当図
【図９】図２相当図
【図１０】通信インタフェースの接続態様の遷移を示す図
【図１１】図１０相当図
【図１２】図１０相当図
【図１３】図１０相当図
【図１４】図１０相当図
【図１５】図１０相当図
【図１６】通信インタフェースの接続態様を纏めて示す図
【図１７】図１６相当図
【図１８】図２相当図
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、本発明をＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）（以下、ＢＴと称する）通信機能を有
するＢＴ対応の車載装置（以下、単に車載装置と称する）に適用した一実施形態について
、図面を参照して説明する。尚、ここでは、車載装置が搭載されている車両の車室内に、
ＢＴ通信機能を有するＢＴ対応の携帯電話機（以下、単に携帯電話機と称する）が車室内
に持込まれ、車載装置と携帯電話機とがＢＴ通信可能な状態にある場合を説明する。
【００２６】
　ＢＴ通信システム１は、車両に搭載されている車載装置２（本発明でいう近距離無線通
信装置に相当）と、車室内に持込まれた携帯電話機３（本発明でいう通信相手装置に相当
）とから構成される。車載装置２は、制御部４（本発明でいう制御手段に相当）と、ＢＴ
モジュール５（本発明でいう接続手段に相当）と、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）モジ
ュール６（本発明でいう接続手段に相当）と、記憶部７と、音声処理部８と、表示制御部
９と、操作入力部１０と、信号入力部１１等を備えて構成されている。制御部４と、ＵＳ
Ｂモジュール６と、記憶部７と、音声処理部８と、表示制御部９と、操作入力部１０と、
信号入力部１１とは、制御基板１２に物理的に実装されており、ＢＴモジュール５は、制
御基板１２とは別部材であるＢＴモジュール基板１３に物理的に実装されている。制御部
４とＢＴモジュール５とはＵＳＢ接続されている。
【００２７】
　制御部４は、周知のマイクロコンピュータからなるＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭ、及びＩ／
Ｏバス等を有し、車載装置２の通信動作やデータ管理動作等の動作全般を制御する。ＢＴ
モジュール５は、後述する携帯電話機３のＢＴモジュールとの間でＢＴ通信回線を接続し
、ＢＴ通信回線を通じてＢＴ通信を実行する機能を有する。ＢＴモジュール５は、ＢＴの
通信規格で規定されている複数のプロファイルとして、ハンズフリー通話を規定するＨＦ
Ｐ（Hands Free Profile）、音データの転送を規定するＡ２ＤＰ（Advanced Audio Distr
ibution Profile）、音データの制御に係る制御データの転送を規定するＡＶＲＣＰ（Aud
io/Video Remote Control Profile）、仮想シリアルポート化したデータ通信を規定する
ＳＰＰ（Serial Port Profile）、インターネットへのダイヤルアップ接続を規定するＤ
ＵＮ（Dial-up Networking Profile）、電子メールデータの転送を規定するＭＡＰ（Mess
age Access Profile）、電話帳データの転送を規定するＰＢＡＰ（Phone Book Access Pr
ofile）、同じく電話帳データの転送を規定するＯＰＰ（Object Push Profile）等を同時
接続（所謂マルチ接続）可能に構成されている。これらＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰ、
ＳＰＰ、ＤＵＮ、ＭＡＰ、ＰＢＡＰ、ＯＰＰ等は機能毎に定義されたデータ通信プロトコ
ルを意味している。又、ＢＴモジュール５と後述する携帯電話機３のＢＴモジュールとは
両者の間でＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰを接続することにより、音データをＡ２ＤＰ及びＡＶ
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ＲＣＰにより転送可能であり、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰが本発明でいう通信インタフェー
スに対応する。
【００２８】
　ＵＳＢモジュール６は、ＵＳＢ接続ケーブル１４の接続端子１４ａを着脱可能な接続端
子６ａを有し、ＵＳＢ接続ケーブル１４の一方の接続端子１４ａが接続端子６ａに接続さ
れ、且つＵＳＢ接続ケーブル１４の他方の接続端子１４ｂが後述する携帯電話機３のＵＳ
Ｂモジュールの接続端子に接続されている状態で、ＵＳＢ通信回線を携帯電話機３のＵＳ
Ｂモジュールとの間で接続し、ＵＳＢ通信回線を通じてＵＳＢ通信を実行する機能を有す
る。ＵＳＢモジュール６と後述する携帯電話機３のＵＳＢモジュールとは両者の間でＵＳ
Ｂ通信回線（ＵＳＢのアプリケーション）を接続することにより、音データをＵＳＢ通信
回線により転送可能であり、ＵＳＢ通信回線も上記したＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰと同様に
本発明でいう通信インタフェースに対応する。
【００２９】
　記憶部７は、各種データを記憶する記憶領域を有して構成されている。この場合、ＢＴ
モジュール５が携帯電話機３のＢＴモジュールとの間でＭＡＰを接続すれば、携帯電話機
３からＢＴモジュール５へ転送された電子メールデータ（電子メールの発信先を特定可能
な差出人情報、電子メールが携帯電話機３へ受信された日時を特定可能な受信日時情報、
電子メールの種別を特定可能な種別情報、例えば差出人が入力した電子メールの件名を特
定可能な件名情報等）が記憶部７に記憶される。又、ＢＴモジュール５が携帯電話機３の
ＢＴモジュールとの間でＰＢＡＰを接続すれば、携帯電話機３からＢＴモジュール５へ転
送された電話帳データ、車載装置２からの発信動作又は当該車載装置２との間でＨＦＰを
接続している携帯電話機３からの発信動作に係る発信時刻と発信電話番号との対応を表す
発信履歴データ、車載装置２との間でＨＦＰを接続している携帯電話機３の着信動作に係
る着信時刻と着信電話番号との対応を表す着信履歴データ等が記憶部７に記憶される。
【００３０】
　音声処理部８には車室内にあって例えばハンドルの近傍等のユーザが発した音声を集音
し易い部位に配置されているマイクロホン１５が接続されていると共に、車載装置２の外
部に配置されているオーディオアンプ１６が接続されており、オーディオアンプ１６には
スピーカ１７ａ、１７ｂ（本発明でいう音データ出力手段に相当）が接続されている。
【００３１】
　音声処理部８は、ＢＴモジュール５と後述する携帯電話機３のＢＴモジュールとが両者
の間でＨＦＰを接続している状態では、ユーザが発した音声をマイクロホン１５から送話
音声データとして入力すると、その入力した送話音声データを音声処理してＢＴモジュー
ル５へ出力し、ＢＴモジュール５から受話音声データを入力すると、その入力した受話音
声データをオーディオアンプ１６へ出力する。
【００３２】
　又、音声処理部８は、ＢＴモジュール５と後述する携帯電話機３のＢＴモジュールとが
両者の間でＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰを接続している状態では、携帯電話機３のＢＴモジュ
ールからＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによりＢＴモジュール５へ転送された音データをオーデ
ィオアンプ１６へ出力する。又、音声処理部８は、ＵＳＢモジュール６と後述する携帯電
話機３のＵＳＢモジュールとが両者の間でＵＳＢ通信を実行可能な状態では、携帯電話機
３のＵＳＢモジュールからＵＳＢ通信回線によりＵＳＢモジュール６へ転送された音デー
タをオーディオアンプ１６へ出力する。
【００３３】
　オーディオアンプ１６は、音声処理部８から受話音声データや音データを入力すると、
その入力した受話音声データや音データを増幅してスピーカ１７ａ、１７ｂから出力させ
る。又、オーディオアンプ１６にはチューナーデッキ１８も接続されており、オーディオ
アンプ１６は、チューナーデッキ１８が例えば音楽用記録媒体から再生した楽曲データを
当該チューナーデッキ１８から入力すると、その入力した楽曲データをも増幅してスピー
カ１７ａ、１７ｂから出力させる。
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【００３４】
　ディスプレイ装置１９は、各種表示画面を表示する表示装置２０と、表示画面上にタッ
チスイッチを形成する操作装置２１とを備えて構成されている。表示制御部９は、制御部
４から表示指令信号を入力すると、その入力した表示指令信号に基づいてディスプレイ装
置１９における表示装置２０の表示動作を制御する。操作入力部１０は、ユーザが表示画
面上に形成されているタッチスイッチを操作したことに応じて操作装置２１から操作検出
信号を入力すると、その入力した操作検出信号を制御部４へ出力し、制御部４は、操作入
力部１０から入力した操作検出信号を解析してユーザの操作を特定する。
【００３５】
　信号入力部１１は、車両に搭載されているＡＣＣ（アクセサリ）スイッチに接続されて
おり、ＡＣＣスイッチから出力されたＡＣＣ信号を入力すると、その入力したＡＣＣ信号
を制御部４へ出力し、制御部４は、信号入力部１１から入力したＡＣＣ信号のオンオフに
基づいて装置電源をオンオフする。即ち、制御部４は、ＡＣＣ信号がオフからオンに遷移
したタイミングで装置電源をオンし（車載装置２を起動し）、ＡＣＣ信号がオンからオフ
に遷移したタイミングで装置電源をオフする（車載装置２を停止する）。
【００３６】
　携帯電話機３は、制御部２２と、電話通信部２３と、ＢＴモジュール２４と、ＵＳＢモ
ジュール２５と、キー入力部２６と、記憶部２７と、表示部２８と、マイクロホン２９と
、スピーカ３０と、電力供給部３１等を備えて構成されている。
【００３７】
　制御部２２は、周知のマイクロコンピュータからなるＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭ、及びＩ
／Ｏバス等を有し、携帯電話機３の通信動作やデータ管理動作等の動作全般を制御する。
電話通信部２３は、通信網３３との間で電話通信を実行する。尚、通信網３３は携帯電話
基地局や基地局制御装置等の周知の携帯電話通信サービスを提供する設備を含むものであ
る。ＢＴモジュール２４は、前述した車載装置２のＢＴモジュール５との間でＢＴ通信回
線を接続し、ＢＴ通信回線を通じてＢＴ通信を実行する機能を有し、ＢＴの通信規格で規
定されている複数のプロファイルとして、ＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰ、ＳＰＰ、ＤＵ
Ｎ、ＭＡＰ、ＰＢＡＰ、ＯＰＰ等を同時接続可能に構成されている。
【００３８】
　ＵＳＢモジュール２５は、ＵＳＢ接続ケーブル１４の接続端子１４ｂを着脱可能な接続
端子２５ａを有し、ＵＳＢ接続ケーブル１４の一方の接続端子１４ａが車載装置２のＵＳ
Ｂモジュール６の接続端子６ａに接続され、且つＵＳＢ接続ケーブル１４の他方の接続端
子１４ｂが接続端子２５ａに接続されている状態で、ＵＳＢ通信回線を車載装置２のＵＳ
Ｂモジュール６との間で接続し、ＵＳＢ通信回線を通じてＵＳＢ通信を実行する機能を有
する。
【００３９】
　キー入力部２６は、ユーザが操作可能な各種キーを備え、ユーザがキーを操作したこと
に応じて操作検出信号を制御部２２へ出力し、制御部２２は、キー入力部２６から入力し
た操作検出信号を解析してユーザの操作を特定する。記憶部２７は、各種データを記憶す
る記憶領域を有して構成されている。表示部２８は、制御部２２から表示指令信号を入力
すると、その入力した表示指令信号に基づいて各種表示画面を表示する。又、制御部２２
は、ユーザが発した音声をマイクロホン２９から送話音声データとして入力すると、その
入力した送話音声データを音声処理し、電話通信部２３から受話音声データを入力すると
、その入力した受話音声データをスピーカ３０から音声として出力させる。電力供給部３
１は、本体に対して着脱可能なバッテリ３２から放電される電力を動作電力として各機能
ブロックへ供給する。
【００４０】
　上記した構成では、制御部４は、ＢＴ通信回線をＢＴモジュール５とＢＴモジュール２
４との間で接続させると、最初にＨＦＰをＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間
で自動的に（ユーザが操作を行うことなく）接続させ、ＨＦＰの接続を終了すると、次に
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Ａ２ＤＰをＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間で自動的に接続させ、Ａ２ＤＰ
の接続を終了すると、次にＡＶＲＣＰをＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間で
自動的に接続させ、ＡＶＲＣＰの接続を終了すると、次にＰＡＢＰをＢＴモジュール５と
ＢＴモジュール２４との間で自動的に接続させ、ＨＦＰ、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰを接続
させた状態でＰＡＢＰによるデータ通信（電話帳データの転送）を開始する。そして、制
御部４は、ＰＡＢＰによるデータ通信を終了したと判定すると、ＢＴモジュール５とＢＴ
モジュール２４との間で接続させているＰＡＢＰを切断させ、ＨＦＰ、Ａ２ＤＰ及びＡＶ
ＲＣＰの接続を継続する（維持する）。
【００４１】
　車載装置２のデータ通信相手である携帯電話機３は、上記したようにＵＳＢ通信回線が
ＵＳＢモジュール６とＵＳＢモジュール２５との間で接続され、且つＡ２ＤＰ及びＡＶＲ
ＣＰがＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間で接続されている状態では音データ
を車載装置２へ送信する（転送する）通信インタフェースとしてはＵＳＢ通信回線とＡ２
ＤＰ及びＡＶＲＣＰとの２つの通信インタフェースを有することになる。尚、携帯電話機
３から車載装置２へ送信される音データとは、例えば携帯電話機３が有する音楽再生機能
により再生された楽曲データ等である。
【００４２】
　携帯電話機３は、音データの出力開始要求を示す音データ出力開始要求コマンドを車載
装置２から受信することで、音データを車載装置２へ送信するが、このように音データを
車載装置２へ送信する通信インタフェースとしてＵＳＢ通信回線とＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣ
Ｐとの２つの通信インタフェースを有する場合には、音データを何れの通信インタフェー
スにより送信する挙動について機器の仕様により以下の３種類に大別することができる。
【００４３】
　（ａ）ＵＳＢ通信回線、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰが接続されている状態で、ＵＳＢ通信
回線とＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰとの何れの通信インタフェースにより音データを送信可能
な機種（普通機種）
　（ｂ）ＵＳＢ通信回線、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰが接続されている状態で、ＵＳＢ通信
回線とＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰとのうち後から（最後に）接続された通信インタフェース
だけにより音データを送信可能な機種（後優先の特定機種）
　（ｃ）ＵＳＢ通信回線、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰが接続されている状態で、ＵＳＢ通信
回線とＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰとのうち先に（最初に）接続された通信インタフェースだ
けにより音データを送信可能な機種（先優先の特定機種）
　即ち、普通機種は音データを送信可能な通信インタフェースが接続順序に制限されない
機種であり、後優先の特定機種及び先優先の特定機種は音データを送信可能な通信インタ
フェースが接続順序に制限される機種である。
【００４４】
　次に、上記した構成の作用について、図２乃至図１８を参照して説明する。図２乃至図
９は車載装置２の制御部４が実行する処理をフローチャートにより示している。
　車載装置２において、制御部４は、車載装置２の装置電源がオン（ＡＣＣスイッチがオ
ン）している状態ではメイン処理を実行し、メイン処理におけるサブ処理として通信イン
タフェース接続処理、前回電源オフ時通信インタフェース判定処理、ＵＳＢ通信回線接続
判定処理、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによる音データ出力開始要求判定処理、ＵＳＢ通信回
線による音データ出力開始要求判定処理、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによる音データ出力終
了要求判定処理、及びＵＳＢ通信回線による音データ出力終了要求判定処理を実行する。
以下、これら各処理について順次説明する。
【００４５】
　（１）メイン処理（図２参照）
　制御部４は、車載装置２の装置電源がオンしたと判定すると、メイン処理を開始し、通
信インタフェース接続処理、及び前回電源オフ時通信インタフェース判定処理を装置電源
がオンした直後に１回だけ実行し、ＵＳＢ通信回線接続判定処理、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣ
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Ｐによる音データ出力開始要求判定処理、ＵＳＢ通信回線による音データ出力開始要求判
定処理、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによる音データ出力終了要求判定処理、及びＵＳＢ通信
回線による音データ出力終了要求判定処理を装置電源がオフしたと判定するまで所定周期
で定期的に実行する（ステップＳ１乃至Ｓ８）。
【００４６】
　（２）通信インタフェース接続処理（図３参照）
　制御部４は、メイン処理から通信インタフェース接続処理へ移行し、通信インタフェー
ス接続処理を開始すると、ＵＳＢ接続ケーブル１４が車載装置２と携帯電話機３との間で
物理的に接続されているか否かを判定する（ステップＳ１１）。制御部４は、これよりも
先にユーザがＵＳＢ接続ケーブル１４の一方の接続端子１４ａを車載装置２のＵＳＢモジ
ュール６の接続端子６ａに接続し且つ他方の接続端子１４ｂを携帯電話機３のＵＳＢモジ
ュール２４の接続端子２４ａに接続したことで、ＵＳＢ接続ケーブル１４が車載装置２と
携帯電話機３との間で物理的に接続されていると判定すると（ステップＳ１１にて「ＹＥ
Ｓ」）、ＵＳＢ通信回線をＵＳＢモジュール６とＵＳＢモジュール２５との間で接続させ
る（ＵＳＢ通信を可能とする）（ステップＳ１２）。この場合、ＵＳＢ通信回線をＵＳＢ
モジュール６とＵＳＢモジュール２５との間で接続させることの意味は、ＵＳＢ通信回線
を物理的に接続させることではなく、ＵＳＢ通信回線を論理的に（ソフトウェア上で）接
続させてＵＳＢ通信を可能とすることである。
【００４７】
　制御部４は、ＵＳＢ通信回線をＵＳＢモジュール６とＵＳＢモジュール２５との間で接
続させると、ＢＴ通信回線をＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間で接続させる
（ステップＳ１３）。制御部４は、ＢＴ通信回線をＢＴモジュール５とＢＴモジュール２
４との間で接続させると、上記したようにＨＦＰをＢＴモジュール５とＢＴモジュール２
４との間で接続させ（ステップＳ１４）、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰをＢＴモジュール５と
ＢＴモジュール２４との間で接続させ（ステップＳ１５）、ＰＢＡＰをＢＴモジュール５
とＢＴモジュール２４との間で接続させ（ステップＳ１６）、通信インタフェース接続処
理を終了してメイン処理へリターンする。
【００４８】
　尚、制御部４は、ＵＳＢ接続ケーブル１４が車載装置２と携帯電話機３との間で物理的
に接続されていないと判定すると（ステップＳ１１にて「ＮＯ」）、ＵＳＢ通信回線をＵ
ＳＢモジュール６とＵＳＢモジュール２５との間で接続させることなく、ＢＴ通信回線を
ＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間で接続させ（ステップＳ１３）、ＨＦＰを
ＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間で接続させ（ステップＳ１４）、Ａ２ＤＰ
及びＡＶＲＣＰをＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間で接続させ（ステップＳ
１５）、ＰＢＡＰをＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間で接続させ（ステップ
Ｓ１６）、通信インタフェース接続処理を終了してメイン処理へリターンする。
【００４９】
　（３）前回電源オフ時通信インタフェース判定処理（図４参照）
　制御部４は、メイン処理から前回電源オフ時通信インタフェース判定処理へ移行し、前
回電源オフ時通信インタフェース判定処理通信インタフェース接続処理を開始すると、前
回の装置電源がオフ（ＡＣＣスイッチがオフ）した直前でＵＳＢモジュール２５からＵＳ
Ｂ通信回線によりＵＳＢモジュール６へ送信された音データを出力させていたか否かを判
定する（ステップＳ２１）。
【００５０】
　制御部４は、前回の装置電源がオフした直前でＵＳＢ通信回線により送信された音デー
タを出力させていたと判定すると（ステップＳ２１にて「ＹＥＳ」）、ＵＳＢ通信回線が
接続されているか否か、即ち、ＵＳＢ通信回線とＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰとを同時接続し
ており、先にＵＳＢ通信回線を接続して後からＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰを接続したか否か
を判定する（ステップＳ２２）。
【００５１】
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　制御部４は、ＵＳＢ通信回線が接続されている、即ち、ＵＳＢ通信回線とＡ２ＤＰ及び
ＡＶＲＣＰとを同時接続しており、先にＵＳＢ通信回線を接続して後からＡ２ＤＰ及びＡ
ＶＲＣＰを接続したと判定すると（ステップＳ２２にて「ＹＥＳ」）、例えばＵＳＢ通信
回線を接続させた際にＵＳＢモジュール２５から通知された識別情報（例えば携帯電話機
３を特定可能な機器識別情報等）とＢＴ通信回線を接続させた際にＢＴモジュール２４か
ら通知された識別情報と（例えば携帯電話機３を特定可能な機器識別情報等）を照合する
ことで、ＵＳＢモジュール６のＵＳＢ通信回線の接続相手とＢＴモジュール５のＡ２ＤＰ
及びＡＶＲＣＰの接続相手とが同一の通信相手装置であるか否かを判定する（ステップＳ
２３）。
【００５２】
　この場合、ＵＳＢモジュール６のＵＳＢ通信回線の接続相手とＢＴモジュール５のＡ２
ＤＰ及びＡＶＲＣＰの接続相手とが同一の通信相手装置に実装されていれば、ＵＳＢモジ
ュール２５から通知された識別情報とＢＴモジュール２４から通知された識別情報とは一
致し、一方、ＵＳＢモジュール６のＵＳＢ通信回線の接続相手とＢＴモジュール５のＡ２
ＤＰ及びＡＶＲＣＰの接続相手とが別々の通信相手装置に実装されていれば、ＵＳＢモジ
ュール２５から通知された識別情報とＢＴモジュール２４から通知された識別情報とは一
致しない。
【００５３】
　制御部４は、ＵＳＢモジュール２５から通知された識別情報とＢＴモジュール２４から
通知された識別情報とが一致したと判定し、ＵＳＢモジュール６のＵＳＢ通信回線の接続
相手とＢＴモジュール５のＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰの接続相手とが同一の通信相手装置で
あると判定すると（ステップＳ２３にて「ＹＥＳ」）、例えばＵＳＢ通信回線を接続させ
た際にＵＳＢモジュール２５から通知された識別情報や、ＢＴ通信回線を接続させた際に
ＢＴモジュール２４から通知された識別情報を判定することで、その通信相手装置が後優
先の特定機種、即ち、音データを送信可能な複数の通信インタフェースを接続している場
合に音データを最後に接続した通信インタフェースだけにより送信可能な仕様の特定機種
であるか否かを判定する（ステップＳ２４）。制御部４は、その通信相手装置が後優先の
特定機種であると判定すると（ステップＳ２４にて「ＹＥＳ」）、ＢＴモジュール５とＢ
Ｔモジュール２４との間で接続させているＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰを切断させる（ステッ
プＳ２５）。
【００５４】
　このようにしてＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間で接続されているＡ２Ｄ
Ｐ及びＡＶＲＣＰが切断されると、携帯電話機３から車載装置２へ音データを送信可能な
通信インタフェースはＵＳＢ通信回線だけになる。制御部４は、音データ出力開始要求コ
マンドをＵＳＢモジュール６からＵＳＢモジュール２５へ送信させ、ＵＳＢモジュール２
５からＵＳＢモジュール６へのＵＳＢ通信回線による音データの送信を開始させてスピー
カ１７ａ、１７ｂからの出力を開始し（ステップＳ２６）、前回電源オフ時通信インタフ
ェース判定処理を終了してメイン処理へリターンする。
【００５５】
　尚、制御部４は、ＵＳＢモジュール６のＵＳＢ通信回線の接続相手とＢＴモジュール５
のＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰの接続相手とが同一の通信相手装置でないと判定すると（ステ
ップＳ２３にて「ＮＯ」）、又は通信相手装置が後優先の特定機種でないと判定すると（
ステップＳ２４にて「ＮＯ」）、ＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間で接続さ
せているＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰを切断させることなく、音データ出力開始要求コマンド
をＵＳＢモジュール６からＵＳＢモジュール２５へ送信させ、ＵＳＢモジュール２５から
ＵＳＢモジュール６へのＵＳＢ通信回線による音データの送信を開始させてスピーカ１７
ａ、１７ｂからの出力を開始し（ステップＳ２６）、前回電源オフ時通信インタフェース
判定処理を終了してメイン処理へリターンする。
【００５６】
　一方、制御部４は、前回の装置電源がオフした直前でＵＳＢ通信回線により送信された
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音データを出力させていなかったと判定すると（ステップＳ２１にて「ＮＯ」）、前回の
装置電源がオフした直前でＢＴモジュール２４からＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによりＢＴモ
ジュール５へ送信された音データを出力させていたか否かを判定する（ステップＳ２７）
。
【００５７】
　制御部４は、前回の装置電源がオフした直前でＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰにより送信され
た音データを出力させていたと判定すると（ステップＳ２７にて「ＹＥＳ」）、この場合
も、ＵＳＢ通信回線が接続されているか否か、即ち、ＵＳＢ通信回線とＡ２ＤＰ及びＡＶ
ＲＣＰとを同時接続しており、先にＵＳＢ通信回線を接続して後からＡ２ＤＰ及びＡＶＲ
ＣＰを接続したか否かを判定する（ステップＳ２８）。
【００５８】
　制御部４は、ＵＳＢ通信回線が接続されている、即ち、ＵＳＢ通信回線とＡ２ＤＰ及び
ＡＶＲＣＰとを同時接続しており、先にＵＳＢ通信回線を接続して後からＡ２ＤＰ及びＡ
ＶＲＣＰを接続したと判定すると（ステップＳ２８にて「ＹＥＳ」）、ＵＳＢモジュール
６のＵＳＢ通信回線の接続相手とＢＴモジュール５のＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰの接続相手
とが同一の通信相手装置であるか否かを判定する（ステップＳ２９）。
【００５９】
　制御部４は、ＵＳＢモジュール６のＵＳＢ通信回線の接続相手とＢＴモジュール５のＡ
２ＤＰ及びＡＶＲＣＰの接続相手とが同一の通信相手装置であると判定すると（ステップ
Ｓ２９にて「ＹＥＳ」）、例えばＵＳＢ通信回線を接続させた際にＵＳＢモジュール２５
から通知された識別情報や、ＢＴ通信回線を接続させた際にＢＴモジュール２４から通知
された識別情報を判定することで、その通信相手装置が先優先の特定機種、即ち、音デー
タを送信可能な複数の通信インタフェースを接続している場合に音データを最初に接続し
た通信インタフェースだけにより送信可能な仕様の特定機種であるか否かを判定する（ス
テップＳ３０）。制御部４は、その通信相手装置が先優先の特定機種であると判定すると
（ステップＳ３０にて「ＹＥＳ」）、ＵＳＢモジュール６とＵＳＢモジュール２５との間
で接続させているＵＳＢ通信回線を切断させる（ＵＳＢ通信を不可能とする）（ステップ
Ｓ３１）。この場合、ＵＳＢ通信回線を切断させることの意味は、ＵＳＢ通信回線を物理
的に切断させることではなく、ＵＳＢ通信回線を論理的に（ソフトウェア上で）切断させ
てＵＳＢ通信を不可能とすることである。
【００６０】
　このようにしてＵＳＢモジュール６とＵＳＢモジュール２５との間で接続させているＵ
ＳＢ通信回線が切断されると、携帯電話機３から車載装置２へ音データを転送可能通信イ
ンタフェースはＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰだけになる。制御部４は、音データ出力開始要求
コマンドをＢＴモジュール５からＢＴモジュール２４へ送信させ、ＢＴモジュール２４か
らＢＴモジュール５への音データのＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによる送信を開始させてスピ
ーカ１７ａ、１７ｂからの出力を開始し（ステップＳ３２）、前回電源オフ時通信インタ
フェース判定処理を終了してメイン処理へリターンする。
【００６１】
　尚、制御部４は、ＵＳＢ通信回線が接続されていないと判定すると（ステップＳ２８に
て「ＮＯ」）、ＵＳＢモジュール６のＵＳＢ通信回線の接続相手とＢＴモジュール５のＡ
２ＤＰ及びＡＶＲＣＰの接続相手とが同一の通信相手装置でないと判定すると（ステップ
Ｓ２９にて「ＮＯ」）、又は通信相手装置が先優先の特定機種でないと判定すると（ステ
ップＳ３０にて「ＮＯ」）、ＵＳＢモジュール６とＵＳＢモジュール２５との間で接続さ
せているＵＳＢ通信回線を切断させることなく、音データ出力開始要求コマンドをＢＴモ
ジュール５からＢＴモジュール２４へ送信させ、ＢＴモジュール２４からＢＴモジュール
５への音データのＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによる送信を開始させてスピーカ１７ａ、１７
ｂからの出力を開始し（ステップＳ３２）、前回電源オフ時通信インタフェース判定処理
を終了してメイン処理へリターンする。
【００６２】
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　又、制御部４は、前回の装置電源がオフした直前でＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰにより送信
された音データを出力させていなかったと判定すると（ステップＳ２７にて「ＮＯ」）、
他の通信インタフェースにより音データを出力させていたか否かを判定する（ステップＳ
３３）。制御部４は、他の通信インタフェースにより音データを出力させていたと判定す
ると（ステップＳ３３にて「ＹＥＳ」）、ＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間
で接続させているＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰを切断させ（ステップＳ３４）、ＵＳＢモジュ
ール６とＵＳＢモジュール２５との間で接続させているＵＳＢ通信回線を切断させ（ステ
ップＳ３５）、他の通信インタフェースによる音データのスピーカ１７ａ、１７ｂからの
出力を開始し（ステップＳ３６）。前回電源オフ時通信インタフェース判定処理を終了し
てメイン処理へリターンする。
【００６３】
　（４）ＵＳＢ通信回線接続判定処理（図５参照）
　制御部４は、メイン処理からＵＳＢ通信回線接続判定処理へ移行し、ＵＳＢ通信回線接
続判定処理を開始すると、ＵＳＢ接続ケーブル１４が車載装置２と携帯電話機３との間で
物理的に接続されているか否かを判定する（ステップＳ４１）。制御部４は、ユーザがＵ
ＳＢ接続ケーブル１４の一方の接続端子１４ａを車載装置２のＵＳＢモジュール６の接続
端子６ａに接続し、且つ他方の接続端子１４ｂを携帯電話機３のＵＳＢモジュール２４の
接続端子２４ａに接続したことで、ＵＳＢ接続ケーブル１４が車載装置２と携帯電話機３
との間で物理的に接続されていると判定すると（ステップＳ４１にて「ＹＥＳ」）、ＵＳ
Ｂ通信回線をＵＳＢモジュール６とＵＳＢモジュール２５との間で接続させ（ＵＳＢ通信
を可能とし）（ステップＳ４２）、ＵＳＢ通信回線接続判定処理を終了してメイン処理へ
リターンする。この場合も、ＵＳＢ通信回線をＵＳＢモジュール６とＵＳＢモジュール２
５との間で接続させることの意味は、ＵＳＢ通信回線を物理的に接続させることではなく
、ＵＳＢ通信回線を論理的に（ソフトウェア上で）接続させてＵＳＢ通信を可能とするこ
とである。
【００６４】
　（５）Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによる音データ出力開始要求判定処理（図６参照）
　制御部４は、メイン処理からＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによる音データ出力開始要求判定
処理へ移行し、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによる音データ出力開始要求判定処理を開始する
と、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによる音データのスピーカ１７ａ、１７ｂからの出力開始要
求が発生したか否かを判定する（ステップＳ５１）。
【００６５】
　制御部４は、例えば車載装置２からＵＳＢ通信回線により送信された音データをスピー
カ１７ａ、１７ｂから出力させている状態でユーザがＵＳＢ通信回線からＡ２ＤＰ及びＡ
ＶＲＣＰへの出力切換操作を操作装置２１にて行ったと判定し、又は何れの音データをス
ピーカ１７ａ、１７ｂから出力させていない状態でユーザがＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによ
る出力開始操作を操作装置２１にて行ったと判定し、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによる音デ
ータのスピーカ１７ａ、１７ｂからの出力開始要求が発生したと判定すると（ステップＳ
５１にて「ＹＥＳ」）、ＵＳＢ通信回線による音データを出力中であるか否かを判定する
（ステップＳ５２）。
【００６６】
　制御部４は、ＵＳＢ通信回線による音データを出力中でないと判定すると（ステップＳ
５２にて「ＮＯ」）、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰをＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４
との間で接続中であるか否かを判定し（ステップＳ５５）、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰをＢ
Ｔモジュール５とＢＴモジュール２４との間で接続中であると判定すると（ステップＳ５
５にて「ＹＥＳ」）、音データ出力開始要求コマンドをＢＴモジュール５からＢＴモジュ
ール２４へ送信させ、ＢＴモジュール２４からＢＴモジュール５へのＡ２ＤＰ及びＡＶＲ
ＣＰによる音データの送信を開始させてスピーカ１７ａ、１７ｂからの出力を開始し（ス
テップＳ５７）、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによる音データ出力開始要求判定処理を終了し
てメイン処理へリターンする。



(15) JP 2013-201767 A 2013.10.3

10

20

30

40

50

【００６７】
　一方、制御部４は、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰをＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４
との間で接続中でないと判定すると（ステップＳ５５にて「ＮＯ」）、Ａ２ＤＰ及びＡＶ
ＲＣＰをＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間で接続させた後に（ステップＳ５
６）、音データ出力開始要求コマンドをＢＴモジュール５からＢＴモジュール２４へ送信
させ、ＢＴモジュール２４からＢＴモジュール５へのＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによる音デ
ータの送信を開始させてスピーカ１７ａ、１７ｂからの出力を開始し（ステップＳ５７）
、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによる音データ出力開始要求判定処理を終了してメイン処理へ
リターンする。
【００６８】
　又、制御部４は、ＵＳＢ通信回線による音データを出力中であると判定すると（ステッ
プＳ５２にて「ＹＥＳ」）、ＵＳＢ通信回線による音データの出力を終了し（ステップＳ
５３）、ＵＳＢモジュール６とＵＳＢモジュール２５との間で接続させているＵＳＢ通信
回線を切断させた後に（ステップＳ５４）、上記したステップＳ５５乃至Ｓ５７を実行し
、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによる音データ出力開始要求判定処理を終了してメイン処理へ
リターンする。
【００６９】
　（６）ＵＳＢ通信回線による音データ出力開始要求判定処理（図７参照）
　制御部４は、メイン処理からＵＳＢ通信回線による音データ出力開始要求判定処理へ移
行し、ＵＳＢ通信回線による音データ出力開始要求判定処理を開始すると、ＵＳＢ通信回
線による音データの出力開始要求が発生したか否かを判定する（ステップＳ６１）。
【００７０】
　制御部４は、例えば携帯電話機３からＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰにより送信された音デー
タをスピーカ１７ａ、１７ｂから出力させている状態でユーザがＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰ
からＵＳＢ通信回線への出力切換操作を操作装置２１にて行ったと判定し、又は何れの音
データをスピーカ１７ａ、１７ｂから出力させていない状態でユーザがＵＳＢ通信回線に
よる出力開始操作を操作装置２１にて行ったと判定し、ＵＳＢ通信回線による音データの
出力開始要求が発生したと判定すると（ステップＳ６１にて「ＹＥＳ」）、Ａ２ＤＰ及び
ＡＶＲＣＰによる音データを出力中であるか否かを判定する（ステップＳ６２）。
【００７１】
　制御部４は、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによる音データを出力中でないと判定すると（ス
テップＳ６２にて「ＮＯ」）、ＵＳＢ通信回線をＵＳＢモジュール６とＵＳＢモジュール
２５との間で接続中であるか否かを判定し（ステップＳ６５）、ＵＳＢ通信回線をＵＳＢ
モジュール６とＵＳＢモジュール２５との間で接続中であると判定すると（ステップＳ６
５にて「ＹＥＳ」）、音データ出力開始要求コマンドをＵＳＢモジュール６からＵＳＢモ
ジュール２５へ送信させ、ＵＳＢモジュール２５からＵＳＢモジュール６へのＵＳＢ通信
回線による音データの送信を開始させてスピーカ１７ａ、１７ｂからの出力を開始し（ス
テップＳ６７）、ＵＳＢ通信回線による音データ出力開始要求判定処理を終了してメイン
処理へリターンする。
【００７２】
　一方、制御部４は、ＵＳＢ通信回線をＵＳＢモジュール６とＵＳＢモジュール２５との
間で接続中でないと判定すると（ステップＳ６５にて「ＮＯ」）、ＵＳＢ通信回線をＵＳ
Ｂモジュール６とＵＳＢモジュール２５との間で接続させた後に（ステップＳ６６）、音
データ出力開始要求コマンドをＵＳＢモジュール６からＵＳＢモジュール２５へ送信させ
、ＵＳＢモジュール２５からＵＳＢモジュール６へのＵＳＢ通信回線による音データの送
信を開始させてスピーカ１７ａ、１７ｂからの出力を開始し（ステップＳ６７）、ＵＳＢ
通信回線による音データ出力開始要求判定処理を終了してメイン処理へリターンする。
【００７３】
　又、制御部４は、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによる音データを出力中であると判定すると
（ステップＳ６２にて「ＹＥＳ」）、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによる音データのスピーカ
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１７ａ、１７ｂからの出力を終了し（ステップＳ６３）、ＢＴモジュール５とＢＴモジュ
ール２４との間で接続させているＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰを切断させた後に（ステップＳ
６４）、上記したステップＳ６５乃至Ｓ６７を実行し、ＵＳＢ通信回線による音データ出
力開始要求判定処理を終了してメイン処理へリターンする。
【００７４】
　（７）Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによる音データ出力終了要求判定処理（図８参照）
　制御部４は、メイン処理からＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによる音データ出力終了要求判定
処理へ移行し、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによる音データ出力終了要求判定処理を開始する
と、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによる音データのスピーカ１７ａ、１７ｂからの出力終了要
求が発生したか否かを判定する（ステップＳ７１）。制御部４は、例えばＢＴモジュール
２４からＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによりＢＴモジュール５へ送信された音データをスピー
カ１７ａ、１７ｂから出力させている状態でユーザが出力終了操作を操作装置２１にて行
ったと判定し、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによる音データのスピーカ１７ａ、１７ｂからの
出力終了要求が発生したと判定すると（ステップＳ７１にて「ＹＥＳ」）、音データ出力
終了要求コマンドをＢＴモジュール５からＢＴモジュール２４へ送信させ、ＢＴモジュー
ル２４からＢＴモジュール５への音データのＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによる送信を終了さ
せてスピーカ１７ａ、１７ｂからの出力を終了する（ステップＳ７２）。
【００７５】
　制御部４は、ＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間で接続させているＡ２ＤＰ
及びＡＶＲＣＰを切断させ（ステップＳ７３）、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによる音データ
出力終了要求判定処理を終了してメイン処理へリターンする。
【００７６】
　（８）ＵＳＢ通信回線による音データ出力終了要求判定処理（図９参照）
　制御部４は、メイン処理からＵＳＢ通信回線による音データ出力終了要求判定処理へ移
行し、ＵＳＢ通信回線による音データ出力終了要求判定処理を開始すると、ＵＳＢ通信回
線による音データのスピーカ１７ａ、１７ｂからの出力終了要求が発生したか否かを判定
する（ステップＳ８１）。制御部４は、例えばＵＳＢモジュール２５からＵＳＢ通信回線
によりＵＳＢモジュール６へ送信された音データをスピーカ１７ａ、１７ｂから出力させ
ている状態でユーザが出力終了操作を操作装置２１にて行ったと判定し、ＵＳＢ通信回線
による音データのスピーカ１７ａ、１７ｂからの出力終了要求が発生したと判定すると（
ステップＳ８１にて「ＹＥＳ」）、音データ出力終了要求コマンドをＵＳＢモジュール６
からＵＳＢモジュール２５へ送信させ、ＵＳＢモジュール２５からＵＳＢモジュール６へ
の音データのＵＳＢ通信回線による送信を終了させてスピーカ１７ａ、１７ｂからの出力
を終了する（ステップＳ８２）。
【００７７】
　制御部４は、ＵＳＢモジュール６とＵＳＢモジュール２５との間で接続させているＵＳ
Ｂ通信回線を切断させ（ステップＳ８３）、ＵＳＢ通信回線による音データ出力終了要求
判定処理を終了してメイン処理へリターンする。
【００７８】
　上記した一連の処理を具体的に説明する。ここでは、先にＵＳＢ通信回線が接続されて
後からＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰが接続された場合に、前回の装置電源がオフした直前でＵ
ＳＢ通信回線により送信された音データをスピーカ１７ａ、１７ｂから出力させていた場
合と、前回の装置電源がオフした直前でＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰにより送信された音デー
タをスピーカ１７ａ、１７ｂから出力させていた場合とについて説明する。
【００７９】
　制御部４は、車載装置２のデータ通信相手である携帯電話機３が普通機種であると判定
すると、音データを送信可能な通信インタフェースが接続順序に制限されないことにより
、図１０及び図１１に示すように、装置電源がオンすると、前回の装置電源がオフした直
前でＵＳＢ通信回線により送信された音データを出力させていたかＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣ
Ｐにより送信された音データを出力させていたかに関係なく、その接続されているＵＳＢ



(17) JP 2013-201767 A 2013.10.3

10

20

30

40

50

通信回線とＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰとのうち何れも切断させることなく（接続を継続した
まま）、前回の装置電源がオフした直前で音データを送信させた通信インタフェースと同
じ通信インタフェースにより音データの送信を開始させてスピーカ１７ａ、１７ｂからの
出力を開始する。
【００８０】
　その後、制御部４は、ＵＳＢ通信回線からＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰへの出力切換操作や
Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰからＵＳＢ通信回線への出力切換操作が行われたと判定すると、
その接続されているＵＳＢ通信回線とＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰとのうち何れも切断させる
ことなく、音データを送信させる通信インタフェースを切換え、その切換えた通信インタ
フェースにより音データの送信を開始させてスピーカ１７ａ、１７ｂからの出力を開始す
る。
【００８１】
　又、制御部４は、車載装置２のデータ通信相手である携帯電話機３が後優先の特定機種
であると判定すると、音データを送信可能な通信インタフェースが最後に接続された通信
インタフェースだけに制限されることにより、前回の装置電源がオフした直前でＵＳＢ通
信回線により送信された音データを出力させていた場合、即ち、先に接続させた通信イン
タフェースにより音データを出力させていた場合には、図１２に示すように、その接続さ
れているＵＳＢ通信回線とＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰとのうち後から接続させた通信インタ
フェースであるＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰを切断させ、前回の装置電源がオフした直前で音
データを送信させていたＵＳＢ通信回線により音データの送信を開始させてスピーカ１７
ａ、１７ｂからの出力を開始する。
【００８２】
　その後、制御部４は、ＵＳＢ通信回線からＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰへの出力切換操作が
行われたと判定すると、その切断させたＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰを再接続させ、音データ
を送信させる通信インタフェースをＵＳＢ通信回線からＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰへ切換え
、その切換えたＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰにより音データの送信を開始させてスピーカ１７
ａ、１７ｂからの出力を開始する。尚、制御部４は、ＵＳＢ通信回線からＡ２ＤＰ及びＡ
ＶＲＣＰへの出力切換操作が行われる前に、先に切断させたＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰを再
接続させても良く、このように構成すれば、ＵＳＢ通信回線による音データの出力中であ
っても、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰを後から接続された通信インタフェースとすることがで
きる。又、ＵＳＢ通信回線からＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰへの出力切換操作が行われた時点
でＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰを接続中であれば、そのＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰを切断させて
再接続させても良い。
【００８３】
　一方、制御部４は、前回の装置電源がオフした直前でＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰにより送
信された音データを出力させていた場合、即ち、後から接続させた通信インタフェースに
より音データを出力させていた場合には、図１３に示すように、その接続されているＵＳ
Ｂ通信回線とＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰとのうち何れも切断させることなく、前回の装置電
源がオフした直前で音データを送信させていたＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰにより音データの
送信を開始させてスピーカ１７ａ、１７ｂからの出力を開始する。
【００８４】
　その後、制御部４は、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰからＵＳＢ通信回線への出力切換操作が
行われたと判定すると、後から接続させた通信インタフェースであるＡ２ＤＰ及びＡＶＲ
ＣＰを切断させ、音データを送信させる通信インタフェースをＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰか
らＵＳＢ通信回線へ切換え、その切換えたＵＳＢ通信回線Ｐにより音データの送信を開始
させてスピーカ１７ａ、１７ｂからの出力を開始する。
【００８５】
　又、制御部４は、車載装置２のデータ通信相手である携帯電話機３が先優先の特定機種
であると判定すると、音データを送信可能な通信インタフェースが最初に接続された通信
インタフェースだけに制限されることにより、前回の装置電源がオフした直前でＵＳＢ通
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信回線により送信された音データを出力させていた場合、即ち、先に接続させた通信イン
タフェースにより音データを出力させていた場合には、図１４に示すように、その接続さ
れているＵＳＢ通信回線とＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰとのうち何れも切断させることなく、
前回の装置電源がオフした直前で音データを送信させていたＵＳＢ通信回線により音デー
タの送信を開始させてスピーカ１７ａ、１７ｂからの出力を開始する。
【００８６】
　その後、制御部４は、ＵＳＢ通信回線からＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰへの出力切換操作が
行われたと判定すると、先に接続させた通信インタフェースであるＵＳＢ通信回線を切断
させ、音データを送信させる通信インタフェースをＵＳＢ通信回線からＡ２ＤＰ及びＡＶ
ＲＣＰへ切換え、その切換えたＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰにより音データの送信を開始させ
てスピーカ１７ａ、１７ｂからの出力を開始する。
【００８７】
　一方、制御部４は、前回の装置電源がオフした直前でＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰにより送
信された音データを出力させていた場合、即ち、後から接続させた通信インタフェースに
より音データを出力させていた場合には、図１５に示すように、その接続されているＵＳ
Ｂ通信回線とＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰとのうち先に接続させた通信インタフェースである
ＵＳＢ通信回線を切断させ、前回の装置電源がオフした直前で音データを送信させていた
Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰにより音データの送信を開始させてスピーカ１７ａ、１７ｂから
の出力を開始する。
【００８８】
　その後、制御部４は、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰからＵＳＢ通信回線への出力切換操作が
行われたと判定すると、接続させているＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰを切断させ、先に切断さ
せたＵＳＢ通信回線を再接続させ、音データを受信させる通信インタフェースをＡ２ＤＰ
及びＡＶＲＣＰからＵＳＢ通信回線へ切換え、その切換えたＵＳＢ通信回線により音デー
タの送信を開始させてスピーカ１７ａ、１７ｂからの出力を開始する。
【００８９】
　図１６は、上記した図１０乃至図１５で説明した処理、即ち、先にＵＳＢ通信回線が接
続されて後からＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰが接続された場合に、前回の装置電源がオフした
直前でＵＳＢ通信回線により送信された音データをスピーカ１７ａ、１７ｂから出力させ
ていた場合と、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰにより送信された音データをスピーカ１７ａ、１
７ｂから出力させていた場合との処理を纏めて示す。ＵＳＢ通信回線とＡ２ＤＰ及びＡＶ
ＲＣＰとの接続順序が逆の場合も同様の原理であり、図１７は、先にＡ２ＤＰ及びＡＶＲ
ＣＰが接続されて後からＵＳＢ通信回線が接続された場合に、前回の装置電源がオフした
直前でＵＳＢ通信回線により送信された音データをスピーカ１７ａ、１７ｂから出力させ
ていた場合と、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰにより送信された音データをスピーカ１７ａ、１
７ｂから出力させていた場合との処理を纏めて示す。
【００９０】
　ところで、以上は、車載装置２の装置電源がオンした直後に音データを送信可能な通信
インタフェースであるＵＳＢ通信回線とＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰとを自動的に接続させる
構成であることにより、前回の装置電源がオフした直前で音データを送信させていた通信
インタフェースに基づいてＵＳＢ通信回線の接続及び切断やＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰの接
続及び切断を制御するように前回電源オフ時通信インタフェース判定処理を実行するもの
であるが、車載装置２の装置電源がオンした直後に音データを送信可能な通信インタフェ
ースであるＵＳＢ通信回線とＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰとを自動的に接続させない構成であ
れば、前回電源オフ時通信インタフェース判定処理を次のように実行しても良い（図１８
参照）。
【００９１】
　即ち、制御部４は、メイン処理から前回電源オフ時通信インタフェース判定処理へ移行
し、前回電源オフ時通信インタフェース判定処理通信インタフェース接続処理を開始する
と、前回の装置電源がオフ（ＡＣＣスイッチがオフ）した直前でＵＳＢモジュール２５か
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らＵＳＢ通信回線によりＵＳＢモジュール６へ送信された音データを出力させていたか否
かを判定する（ステップＳ９１）。
【００９２】
　制御部４は、前回の装置電源がオフした直前でＵＳＢ通信回線により送信された音デー
タを出力させていたと判定すると（ステップＳ９１にて「ＹＥＳ」）、ＵＳＢ接続ケーブ
ル１４が車載装置２と携帯電話機３との間で物理的に接続されているか否かを判定する（
ステップＳ９２）。制御部４は、ＵＳＢ接続ケーブル１４が車載装置２と携帯電話機３と
の間で物理的に接続されていると判定すると（ステップＳ９２にて「ＹＥＳ」）、ＵＳＢ
通信回線をＵＳＢモジュール６とＵＳＢモジュール２５との間で接続させ（ＵＳＢ通信を
可能とし）（ステップＳ９３）、音データ出力開始要求コマンドをＵＳＢモジュール６か
らＵＳＢモジュール２５へ送信させ、ＵＳＢモジュール２５からＵＳＢモジュール６への
ＵＳＢ通信回線による音データの送信を開始させてスピーカ１７ａ、１７ｂからの出力を
開始し（ステップＳ９４）、前回電源オフ時通信インタフェース判定処理を終了してメイ
ン処理へリターンする。
【００９３】
　又、制御部４は、前回の装置電源がオフした直前でＵＳＢ通信回線により送信された音
データを出力させていなかったと判定すると（ステップＳ９１にて「ＮＯ」）、ＢＴモジ
ュール２４からＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによりＢＴモジュール５へ送信された音データを
出力させていたか否かを判定する（ステップＳ９５）。
【００９４】
　制御部４は、前回の装置電源がオフした直前でＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰにより送信され
た音データを出力させていたと判定すると（ステップＳ９５にて「ＹＥＳ」）、Ａ２ＤＰ
及びＡＶＲＣＰをＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間で接続させ（ステップＳ
９６）、音データ出力開始要求コマンドをＢＴモジュール５からＢＴモジュール２４へ送
信させ、ＢＴモジュール２４からＢＴモジュール５へのＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによる音
データの送信を開始させてスピーカ１７ａ、１７ｂからの出力を開始し（ステップＳ９７
）、前回電源オフ時通信インタフェース判定処理を終了してメイン処理へリターンする。
【００９５】
　又、制御部４は、前回の装置電源がオフした直前でＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰにより送信
された音データを出力させていなかったと判定すると（ステップＳ９５にて「ＮＯ」）、
他の通信インタフェースにより音データを出力させていたか否かを判定する（ステップＳ
９８）。制御部４は、他の通信インタフェースにより音データを出力させていたと判定す
ると（ステップＳ９８にて「ＹＥＳ」）、他の通信インタフェースによる音データのスピ
ーカ１７ａ、１７ｂからの出力を開始し（ステップＳ９９）、前回電源オフ時通信インタ
フェース判定処理を終了してメイン処理へリターンする。
【００９６】
　上記した一連の処理では、前回の装置電源がオフした直前で音データを送信させていた
通信インタフェースが何れであるかを判定した後に、前回の装置電源がオフした直前で音
データを送信させていた通信インタフェースと同じ通信インタフェースを接続させること
により、車載装置２のデータ通信相手である携帯電話機３が何れの機種に該当するかを判
定する必要がなく、しかも、車載装置２のデータ通信相手である携帯電話機３が何れの機
種であっても、携帯電話機３から音データを適切に送信させることができる。
【００９７】
　以上に説明したように本実施形態によれば、車載装置２において、携帯電話機３からＵ
ＳＢ通信回線により音データを送信させる場合には、携帯電話機３が音データをＵＳＢ通
信回線により送信可能となるようにＵＳＢ通信回線、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰの接続及び
切断を制御し、又、携帯電話機３からＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰにより音データを送信させ
る場合には、携帯電話機３が音データをＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰにより送信可能となるよ
うにＵＳＢ通信回線、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰの接続及び切断を制御するようにしたので
、携帯電話機３がＵＳＢ通信回線とＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰとを同時接続していることに
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起因して音データを適切に送信しない仕様であったとしても、携帯電話機３から音データ
を適切に送信させることができる。
【００９８】
　即ち、先にＵＳＢ通信回線が接続されて後からＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰが接続され、車
載装置２のデータ通信相手である携帯電話機３が後優先の特定機種であり、前回の装置電
源がオフした直前でＵＳＢ通信回線により送信された音データを出力させていた場合であ
れば、先に接続させた通信インタフェースであるＵＳＢ通信回線の接続を継続し、後から
接続させた通信インタフェースであるＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰを切断させるようにしたの
で、前回の装置電源がオフした直前で音データを送信させていた通信インタフェースと同
じ通信インタフェースであるＵＳＢ通信回線により音データの送信を開始させてスピーカ
１７ａ、１７ｂからの出力を開始することができる。
【００９９】
　又、先にＵＳＢ通信回線が接続されて後からＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰが接続され、車載
装置２のデータ通信相手である携帯電話機３が先優先の特定機種であり、前回の装置電源
がオフした直前でＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰにより送信された音データを出力させていた場
合であれば、後から接続させた通信インタフェースであるＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰの接続
を継続し、先に接続させた通信インタフェースであるＵＳＢ通信回線を切断させるように
したので、前回の装置電源がオフした直前で音データを送信させていた通信インタフェー
スと同じ通信インタフェースであるＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰにより音データの送信を開始
させてスピーカ１７ａ、１７ｂからの出力を開始することができる。
【０１００】
　本発明は、上記した実施形態にのみ限定されるものではなく、以下のように変形又は拡
張することができる。
　近距離無線通信装置は、車載装置２に限らず、ＢＴモジュール５と同等の機能を有する
ＢＴモジュールを備える構成であれば、周知のナビゲーション機能を有するナビゲーショ
ン装置等であっても良く、又、車両に搭載されない装置であっても良い。又、近距離無線
通信装置のデータ通信相手である通信相手装置は、携帯電話機３に限らず、ＢＴモジュー
ル２４と同等の機能を有するＢＴモジュールを備える構成であれば、携帯情報端末等であ
っても良く、又、ユーザが携帯不可能な固定端末であっても良い。
【０１０１】
　２つの通信インタフェースを同時接続する場合に限らず、３つ以上の通信インタフェー
スを同時接続する場合も同様に、車載装置２のデータ通信相手である携帯電話機３の機種
の種別に応じて通信インタフェースの接続及び切断を制御するようにしても良い。即ち、
上記した実施形態では、通信インタフェースがＵＳＢ通信回線と、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣ
Ｐとの２つの場合を説明したが、通信インタフェースが例えばＵＳＢ通信回線と、Ａ２Ｄ
Ｐ及びＡＶＲＣＰと、ＷｉＦｉとの３つの場合であれば、以下のように制御すれば良い。
例えば車載装置２のデータ通信相手である携帯電話機３の機種が後優先の特定機種であり
、ＵＳＢ通信回線、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰ、ＷｉＦｉの順序で接続された状況では、Ｕ
ＳＢ通信回線による音データの出力開始要求が発生した場合であれば、Ａ２ＤＰ及びＡＶ
ＲＣＰ、ＷｉＦｉを切断させ、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによる音データの出力開始要求が
発生した場合であれば、ＵＳＢ通信回線、ＷｉＦｉを切断させ、ＷｉＦｉによる音データ
の出力開始要求が発生した場合であれば、そのままの接続を継続すれば良い。
【０１０２】
　車載装置２において、通信相手装置の機種の種別を記憶可能とし、ＢＴ通信回線やＵＳ
Ｂ通信回線を通信相手装置との間で接続した際に当該通信相手装置から通知された識別情
報を記憶し、次回のＢＴ通信回線やＵＳＢ通信回線を接続した以降に、その記憶している
識別情報に基づいて通信相手装置の機種の種別を特定するようにしても良い。
【符号の説明】
【０１０３】
　図面中、２は車載装置（近距離無線通信装置）、３は携帯電話機（通信相手装置）、４
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は制御部（制御手段）、５はＢＴモジュール（接続手段）、６はＵＳＢモジュール（接続
手段）、１７ａ、１７ｂはスピーカ（音データ出力手段）である。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(23) JP 2013-201767 A 2013.10.3
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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